
第一章
だいいっしょう

 

ゆきの紹 介
しょうかい

 

昔 々
むかしむかし

、ある小
ちい

さな村
むら

にゆきという娘
むすめ

がおばあさんと二人
ふ た り

で暮
く

らしていました。ゆきは、とても 美
うつく

しい子
こ

でしたが、二人
ふ た り

は 

大変
たいへん

貧
まず

しい生活
せいかつ

をしていました。 村
むら

全体
ぜんたい

も貧
まず

しく、若者
わかもの

の姿
すがた

も

あまり見
み

られませんでした。そして、ゆきと結婚
けっこん

したいという者
もの

も、誰
だれ

一人
ひ と り

として 現
あらわ

れたことはありませんでした。  

「ゆきや、お前
まえ

の幸
しあわ

せを探
さが

すために、都
みやこ

に行
い

った方
ほう

がいいよ」

と毎日
まいにち

おばあさんは言
い

いました。  

「おばあさまを独
ひと

りここに残
のこ

して都
みやこ

へ出
で

かけることはできませ

ん」とその度
たび

、ゆきは答
こた

えました。  

ある日
ひ

、おばあさんは亡
な

くなりました。おばあさんをお墓
はか

に葬
ほうむ

ってから、ゆきはなけなしの家財
か ざ い

を集
あつ

め、都
みやこ

へ向
む

けて出 発
しゅっぱつ

しま

した。 
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